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師
走
の
候
、今
年
も
早
い
も
の
で
、一
年
の
締
め
く
く
り
の
時

期
に
な
り
ま
し
た
。皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。日
頃
は
、私
の
県
議
会
活
動
に
対
し
ま

し
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
、局
地
的
な
豪
雨
に
よ
り
河
川
が
増
水
し
、酒

田
市
や
鶴
岡
市
、庄
内
町
な
ど
で
避
難
指
示
や
避
難
勧
告
が
相

次
い
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。国
土
交
通
省
酒
田
河
川
国
道
事
務

所
と
山
形
地
方
気
象
台
は
、最
上
川
下
流
を
対
象
に「
氾
濫
危

険
情
報
」を
発
表
し
ま
し
た
。県
は
、緊
急
会
議
や
災
害
復
旧
対

策
会
議
を
開
催
し
、十
分
な
警
戒
を
継
続
し
つ
つ
適
切
か
つ
迅

速
な
対
応
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
を
確
認
。補
正
予
算
と
し
て

「
八
月
前
半
の
大
雨
お
よ
び
浸
水
被
害
へ
の
対

応
・
総
事
業
費
一
二
四
億
五
、二
〇
〇
万
円
」

の
う
ち
六
一
億
八
、八
〇
〇
万
円
と「
八
月
三

〇
日（
木
）か
ら
の
大
雨
お
よ
び
台
風
21
号
に

よ
る
被
害
へ
の
対
応
・
総
事
業
費
五
四
億
三
〇

〇
万
円
」の
う
ち
五
二
億
六
、四
〇
〇
万
円
を

九
月
定
例
会
で
可
決
し
ま
し
た
。今
後
は
、市

町
村
や
政
府
、関
係
機
関
と
連
携
・
調
整
を
図

り
な
が
ら
、皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
早
期
の
復

旧
・
復
興
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
よ
っ
て
九
月
定
例
会
で
は
、一
般
会
計
補
正

予
算
額
二
四
三
億
一
、七
〇
〇
万
円
が
可
決

し
、平
成
三
〇
年
度
一
般
会
計
予
算
額
が
、六
、

二
九
九
億
六
、三
〇
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
予
算
額
に
は
、「
酒
田
港
に
お
け
る
交
流

拠
点
の
整
備
／
四
〇
〇
万
円
」「
緊
急
点
検
結

果
を
受
け
た
県
有
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去

な
ど
／
四
、五
八
六
万
円
」「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
地
域
活
性
化
事
業
／
四

〇
三
・
五
万
円
」な
ど
が
含
ま
れ
、大
雨
お
よ
び

浸
水
被
害
へ
の
対
応
、や
ま
が
た
創
生
の
展
開
強
化
、緊
急
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
の
定
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
近
年
、「
想
定
外
」と
い
う
言
葉
を
発
す
る
災
害
が
頻
繁
に
発

生
し
て
い
ま
す
。県
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
必
要
な
あ
ら

ゆ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
議
論
を
深
め
た
施

策
を
構
築
し
た
い
と
思
い
ま
す
。今
後
も
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。年
末
に
向
け
て
ご
多
忙
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
が
、健
康
に
お
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

1.

平成30年9月16日（日）、
飛鳥地区敬老会において
来賓挨拶を担当しました。

挨拶では、県が目指す健康長寿日本一の
取り組みなどを紹介し、

皆様の益々のご健勝をご祈念しました。
また、酒田市長より米寿の賀詞を

お受けになった皆様と
記念写真まで

ご一緒させていただきました。

平成30年8月24日（金）から28日（火）、
山形県黒龍江省友好県省25周年

記念式典に参加。
東北観光推進機構主催

「大連トップセールス事業」や
山形県書道連盟と黒龍江省書家協会の

書道交流が行われました。
王省長は、吉村美栄子知事と私との

集合写真に喜んで参加してくれました。

平成30年9月27日（木）、
地元の皆様が県議会を傍聴した後、

吉村美栄子知事を表敬訪問されました。
酒田地区と飽海地区の現状と課題、

そして8月の豪雨災害について
意見交換をいたしました。

さ　　あ　　発　　進、　　庄　　内　　か　　ら　　世　　界　　へ
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●建設常任委員会
●予算特別委員会（副委員長）
●議会運営委員会
●県議会危機管理委員会

所属委員会（平成30年度）

議会日程（平成30年度）

●平成30年6月定例会
会期●6月19日（火）～7月6日（金）、18日間
●平成30年9月定例会
会期●9月21日（金）～10月12日（金）、22日間

県立産業技術短期大学校庄内校の
役割と魅力向上への取り組みについて

代表質問

石黒覚・委員／質問●

　「県議会議員と鶴岡東高等学
校生徒との意見交換会」におい
て生徒から「県にある大学や短
大、専門学校などの魅力アップ
が必要であり、実現すれば県内
進学者が増えるだろう」という意
見がありました。生徒には、まだま
だ魅力不足という指摘です。私
からは「皆様にとっての魅力的な
大学や短大、専門学校はどのよ
うなものなのかを、提案して頂き
たい」とお願いし、県立産業技術
短期大学校があることを伝えま
した。しかし、庄内校が酒田にあ
ることを知らない生徒がたくさん
いました。これは単にアピール不
足と片付けるわけにはいきませ
ん。庄内校は、制御機械科、電子

情報科、国際経営科の3学科各
20人の定員です。平成22年度
からの定員充足率は急激に落
ち込み、平成30年度は45％です。
　政府は、地方大学の教育・研
究環境の底上げを図り、大学生
の「東京一極集中」を解消する
ために、東京を中心にした大学
の定員据え置きや、公立高校を
核として自治体や地元の大学、
経済界が連携し、地域振興に関
する実践的な授業を展開するモ
デル事業を2019年度から実施す
る方針です。こうしたなかで、国
際貿易港酒田港がある酒田市
に開校された県立産業技術短
期大学校庄内校が担うべき役割
は、増えていると、私は考えます。
そこで、県立産業技術短期大学

校庄内校の役割と、魅力向上へ
の取り組みや定員確保などにつ
いて、商工労働部長に伺います。
商工労働部長／回答●

　産業技術短期大学校庄内校
は、「実践的技術者」の育成を目
的に、平成9年に開校以来、800
人を超える卒業生を輩出し約9割
が県内企業に就職するなど、地
域産業の振興に貢献しています。
しかし、少子化の進展などから、
入校生の減少が続き、定員確保
が課題です。そこで、要因などを
把握するため、庄内地域の企業
や入校実績のある県内高校を
対象に、アンケート調査を実施。
それには、庄内校への企業から
の期待は大きいものの、高校に
おける認知度は低く、取得できる
資格や入校のメリットが見えない
などの意見がありました。
　そのために、県内や隣接県の

高校を訪問し、就職率の高さや
学費の安さ、実業科以外の卒業
者でも活躍できる技術や資格を
取得できるなどのメリットをアピー
ルしています。さらに、定員確保
策の強化と庄内校の魅力向上
を図るため、地元の産業界、教
育・行政機関などで組織する「産
短大庄内校定員確保対策検討
委員会」を立ち上げ、魅力発信
の強化、企業ニーズを踏まえた
教育の充実、新技術に対応でき
る設備の導入などについて検討。
早々に結果を取りまとめ、予算要
求などに反映させ、入校生の募
集に向けた対策を進めます。
　県では、時代に応じた即戦力
の人材を育成し、若者の県内定
着に寄与する庄内校の役割を
果たせるように、地元の関係機
関と連携し、庄内校の魅力向上
による活性化に取り組みます。

石黒さとる 希望への懸橋県 政 報 告

平成30年度9月補正予算の主要事業（山形県）
県土整備部・空港港湾課●酒田港整備事業費（酒田港のにぎわい創出に向けた｢東ふ頭上屋｣の改修に係る基本計画策定）………400万円
商工労働部・土地取得事業特別会計●酒田臨海工業団地（ふ頭用地の浸食対策工事などの実施）………1億395万円
観光文化スポーツ部・県民文化スポーツ課●東京オリンピック・パラリンピック地域活性化事業費（聖火リレールート案の作成など）………403万5,000円
総務部●緊急点検結果を受けた県有施設のブロック塀の撤去など（県有施設におけるブロック塀の撤去・修繕）………2,123万9,000円
教育庁●緊急点検結果を受けた県有施設のブロック塀の撤去など（県立学校などにおけるブロック塀の撤去・修繕）………2,462万1,000円
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●予算特別委員会（平成30年度）
開催日●6月27日（水）、6月28日（木）、
6月29日（金）、10月2日（火）、10月3日（水）、
10月4日（木）

開催日●7月2日（月）、7月6日（金）、8月20日（月）、
9月14日（金）、9月21日（金）、9月26日（水）、
10月5日（金）、10月12日（金）、11月6日（火）

●議会運営委員会（平成30年度）

●庄内地域議員協議会（平成30年度）
開催日●7月19日（木）、11月16日（金）

●建設常任委員会（平成30年度）
開催日●4月24日（火）、7月3日（火）、
7月4日（水）、8月21日（火）、10月9日（火）、
10月10日（水）、11月19日（月）

●産業振興対策・
  働き方改革特別委員会（平成30年度）
開催日●4月25日（水）、7月5日（木）

●鶴岡東高等学校生徒との意見交換会
（平成30年度）
開催日●9月10日（月）

●第2回府省との意見交換会
（平成30年度）
開催日●10月22日（月）

●決算特別委員会（平成30年度）
開催日●10月26日（金）、10月29日（月）、
10月30日（火）

●建設常任委員会・現地調査（平成30年度）
開催日●

7月24日（火）～27日（金）［県外現地調査］
10月15日（月）～17日（水）［県内現地調査］

活
動
日
誌

石
黒
さ
と
る

平成30年9月10日（月）

意見交換会では、若い皆様のしなやか
な発想と、新しい時代を切り拓く様々な
意見、提案を伺うことができました。

鶴岡東高等学校生徒との
意見交換会に参加（鶴岡市）

平成30年9月27日（木）

9月定例会の代表質問では、「国際戦略
について」「防災・減災対策について」
「農福連携について」などを質問。

平成30年9月定例会において
代表質問を担当（山形市）

平成30年9月10日（月）

イオン海岸清掃活動（あさり海岸）に参
加。最近の豪雨による河川からや海から
のゴミがもの凄く多い状況でした。

庄内海浜美化ボランティアと
清掃活動に参加（酒田市）

平成29年9月16日（日）

敬老会では、地元婦人会の素敵な「ハ
ワイアン」が披露され、その素晴らしさに
あたたかい拍手が会場に響きました。

山谷地区敬老会において
来賓挨拶を担当（酒田市）

ました。うち12月から３月の冬期間
の欠航が75便です。就航率に換
算すると97％になります。
石黒覚・委員●政府への施策提案
において、インバウンド拡大を目的
に庄内空港滑走路の2,500㍍化を
要望するとのこと。県土整備部で
具体的な調査予定はありますか。
空港港湾課長●滑走路2,500㍍化
については、どのような調査が必
要なのかを今後、庁内全体で議論

石黒覚・委員●庄内空港の平成29
年度における利用状況を伺います。
空港港湾課長●庄内空港の平成
29年度4月から3月までの利用者は、
東京便で約386,000人です。
石黒覚・委員●今冬は雪や風が強
かったと感じましたが、庄内空港の
運航状況はどうですか。
空港港湾課長●庄内空港は、例
年の年間欠航が30便前後なのに
対し、平成29年度は87便が欠航し

していきたいと考えています。利用
拡大は企画振興部、インバウンドは
観光文化スポーツ部が中心となり
取り組んでおり、どのような将来像
を描けるのか、横断的に検討して
いきたいと考えます。県土整備部と
しては、周辺の土地利用や延長の
手法など、建設的な分野の検討を
進めていきます。
石黒覚・委員●酒田港の新しい港
湾計画の進捗状況を伺います。ま
た、酒田港をどのような港湾にした

いと考えていますか。
空港港湾課長●現在の港湾計画
は平成18年度に策定したものであ
り、10年以上が経ち、貨物や土地
利用の状況が変化していることか
ら、計画の見直しを開始していま
す。港湾計画に先立ち、概ね30年
後を描いた中長期構想を平成30
年度末までにまとめます。その後、
港湾計画は10～15年程度の具体
的な計画として、2019年度の後半
を目処に策定を予定しています。

庄内空港の利用状況と酒田港の港湾計画の進捗状況について
建設常任委員会


